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 研究分野：総合領域 科研費の分科・細目：情報学・情報学基礎 キーワード：計算生物学，バイオインフォマティクス，NP困難性，最適化問題 
 １． 研究計画の概要 
(1) 最大三角形詰め込み問題 このＮＰ困難な問題の近似アルゴリズムとして，近似率 0.518を達成するものが知られている．本研究で，混成アプローチを用いて，この問題を解くためのよりよいアルゴリズムを設計する． 
 

(2) 2-ボックス Tandem複製歴再構築問題 このＮＰ困難な問題の近似アルゴリズムとして，近似率６を達成するものが知られている．本研究で，混成アプローチを用いて，この問題を解くためのよりよいアルゴリズムを設計する． 
 

(3) 単純グラフにおける最大 2-辺彩色問題 このＮＰ困難な問題の近似アルゴリズムとして，近似率 0.814を達成するものが知られている．本研究で，混成アプローチを用いて，この問題を解くためのよりよいアルゴリズムを設計する． 
 

(4) Closest文字列と部分文字列問題 この 2つのＮＰ困難な問題に対して様々なアルゴリズムが知られている．本研究で，混成アプローチを用いて，この２つの問題を解くためのよりよいアルゴリズムを設計する． 
 

(5) 放射線ハイブリッドマップ問題 このＮＰ困難な問題の近似アルゴリズムとして，近似率 2を達成するものが知られている．本研究で，混成アプローチを用いて，この問題を解くためのよりよいアルゴリズムを設計する． 
 

 

２． 研究の進捗状況 
(1) 最大三角形詰め込み問題 この問題の確率近似アルゴリズムを設計した．そのアルゴリズムは多項式時間を要し，期待近似率 0.5257 を達成する．以前の研究で Hassin と Rubinstein が期待近似率 0.5266 の確率近似アルゴリズムを主張したが，彼らの証明に間違いがあった．本研究で得た期待近似率は彼らの主張した期待近似率に近いため，彼らの間違いをある程度訂正したことになっている． 
 

(2) 2-ボックス Tandem複製歴再構築問題 この問題の多項式時間近似アルゴリズムを ２ つ 設 計 し た ． そ の １ つ は 時 間 量O(n9)を要し，近似率 5+εを達成する．もう１つは近似率 2.5+εを達成する．これらに対し，以前の最もよい近似アルゴリズムは時間量 O(n11)を要し，近似率 6を達成する．  

 

(3) 単純グラフにおける最大 2-辺彩色問題 まず，ローカル改善法を用いて，この問題の多項式時間近似アルゴリズムを１つ設計した．そのアルゴリズムは時間量O(n2m2)を要し，近似率 0.821 を達成する．次に，ローカル改善法とグローバル改善法を組み合わせて，この問題のよりよい多項式時間近似アルゴリズムを１つ設計 し た ． そ の ア ル ゴ リ ズ ム は 時 間 量O(n3m)を要し，近似率 0.842 を達成する． 
 

(4) Closest文字列と部分文字列問題 まず，Closest 文字列問題の新しい固定パラメータアルゴリズムを２つ設計した．その１
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つは DNA 系列に対して時間量 O(nL + nd・17.97d)を要し，蛋白質系列に対して時間量O(nL + nd・61.86d)を要する．もう１つはDNA 系列に対して時間量 O(nL + nd・13.92 d)を要し，蛋白質系列に対して時間量 O(nL + nd・47.21d)を要する．また，最初のアルゴリズムを Closest 部分列問題に拡張した．結果として得られたアルゴリズムは，DNA系列に対して時間量 O(nm2 (L + d・17.97 d・mlog d)を要し，蛋白質系列に対して時間量O(nm2 (L + d・61.86 d・mlog d)を要する．さらに，3-string アプローチという新しい手法を開発して，Closest 文字列問題のよりよい固定パラメータアルゴリズムを設計した．そのアルゴリズムは 2 進列に対して時間量 O(nL + nd3・6.731 d)を要し，DNA 系列に対して時間量 O(nL + nd・13.922 d)を要する． 
 

(5) 放射線ハイブリッドマップ問題 この問題を解く多項式時間近似アルゴリズムを設計した．そのアルゴリズムは時間量O(n 1.5)を要し，近似率 10/7 を達成する．これに対し，以前の近似アルゴリズムは時間量 O(n 2)を要し，近似率 2 だけ達成する． 
 

 ３．現在までの達成度 ②おおむね順調に進展している． （理由）計画したほとんどの研究課題について研究成果を得ている．また，どの研究成果も国際雑誌に採録され，高い評価を得ている． 
 

 ４．今後の研究の推進方策 当初の研究計画で予定した問題でまだ成果を上げていないものについては，最終年度において成果を上げるようにしたい．また，成果を上げた問題についても，よりよい成果を上げることができるか否かについても考えたい．   ５. 代表的な研究成果 （研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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